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十
四
年
ぶ
り
の
大
事
業

～
島
七
代
天
神
の
祭
礼
行
わ
れ
る
～

会

長

佐

藤

光

一
〇
月

一
一
日
～

一
二
日

（土
、
日
）

島
三
区
七
代
天
神
社
祭
礼
が
執
り
行

わ
れ
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「大

神
楽

・
や
わ
た
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ

た
。　
一
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

七
代
天
神
社
と
言
う
社
名
を
聞
く

と
、
天
神
様

（祭
神
は
菅
原
道
真
）

と
勘
違
い
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
。

日
本
書
紀
で
は
、
天
地
開
闘
の
最

初
に
現
れ
た
以
下
の
七
代
十

一
柱
の

神
を
神
世
七
代
と
し
て
い
る
。

一
代
　
国
常
立
尊

（く
に
の
と
こ
た
ち

の
み
こ
と
）

二
代
　
国
狭
槌
尊

（く
に
の
さ
つ
ち
の

み
こ
と
）

三
代
　
曲豆
麟
淳
尊

（と
よ
ぐ
も
ぬ
の
み

こ
と
）

四
代
　
泥
土
煮
尊

↑
つ
い
じ
に
の
み
こ

と
）
沙
土
煮
尊

（す
い
じ
に
の
み
こ
と
）

五
代
　
大
戸
之
道
尊

（お
お
と
の
じ
の

み
こ
と
）
大
苫
辺
尊

（お
お
と
ま
べ
の

み
こ
と
）

六
代
　
面
足
尊

（お
も
だ
る
の
み
こ

と
）
慢
根
尊

（か
し
こ
ね
の
み
ン」と
）

七
代
　
伊
邪
那
岐
尊

（伊
弊
諾
尊
）

（い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
伊
邪
那
美
尊

（伊
弊
再
尊
）
（い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

七
代
天
神
社
に
は
、
こ
の
内
四
代

の
女
神
沙
土
煮
尊
と
五
代
の
女
神
大

苫
辺
尊
を
除
く
天
神
七
代
九
柱
を
祭

神
と
し
て
い
る
。

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
島
地
区

の
大
火
で
類
焼
し
、
御
神
体
を
始
め

繭
宜
宅
等
資
料

一
切
焼
失
し
、
太
神

楽
・や
わ
た
お
ど
り
に
関
す
る
由
緒
・

由
来
等
は
す
べ
て
不
明
に
な
っ
た
。

た
だ
江
戸
時
代
に
当
地
島
か
ら
現
白

鳥
町
二
日
町
の
古
老
が
言
い
伝
え
て

お
り
、
『白
鳥
町
史
史
料
編
』
、

「宝
瞳
坊
文
書
」
に
も
出
て
い
る
。

神
楽
は

「道
行
き
」
に
始
ま
り
、
神

社
前
の
舞
台
へ
打
ち
込
む
。
太
神
楽

の
順
序
は
、　
一
番
　
場
な
ら
詞
、
三

番
　
山
の
う
え
、
三
番
　
大
ま
か
、

四
番
　
ま
さ
り
、
五
番
　
や
わ
た
お

ど
り
、
六
番
　
ン」ま
か
、
七
番
　
後

ば
や
し
、
言
い
立
て
で
な
く
吹
き
つ

い
で

「帰
り
岡
崎
」
の
曲
に
入
り
、

入
場
の
と
き
の
順
序
で
帰
り
の
道
行

き
と
な
る
。

大
神
楽
の
獅
子
が
、
お
宮
に
入
場
す

る
時
の
猛
々
し
さ
と
は
う
ら
は
ら

に
、
終
日
舞
い
踊
り
楽
し
ん
だ
お
宮

に
、
身
振
り
や
さ
し
く
別
れ
を
惜
し

む
舞
い
姿
は
入
神
の
技
で
、
太
神
楽

の
圧
巻
で
あ
る
。

「や
わ
た
お
ど
り
」
は
、
「大
や
っ

こ
」
四
名
と

「小
や
っ
こ
」
八
名
の

計

一
二
名
の
役
者
が
、
八
名
の

「歌

う
た
い
」
の
歌
と
、
小
太
鼓
、
笛
、

鼓
の

伴
奏
に
合
わ
せ
て
舞
台
の
上
で
踊
る
。

歌
詞
は
由
緒
も
意
味
も
不
明
だ
が
、

極
め
て
情
緒
的
で
、
踊
り
と
共
に
優

雅
で
あ
る
。
こ
の
「や
わ
た
お
ど
り
」

は
、
太
神
楽
の
舞
い
の
間

へ
一
体
と

な

っ
て
入
り
舞
わ
れ
る
。
こ
れ
は
当

社
独
特
の
も
の
で
、
他
に
あ
ま
り
類

例
が
な
い
。

島
七
代
天
神
社
の
大
神
楽
は
、
平

成
五
年

（
一
九
九
三
）
三
月
二
八
日

大
和
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成

一
六
年
三
月

一
日
郡
上
郡

七
町
村
が
合
併
し
て
郡
上
市
が
誕
生

し
た
の
に
伴
い
、
郡
上
市
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
な

っ
た
。

祭
り
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
氏

子
を
始
め
各
地
か
ら
大
勢
の
観
客
を

得
て
、
十
四
年
振
り
の
大
神
楽

・
や

わ
た
踊
り
を
満
喫
し
た
。

計
画
か
ら
準
備

・
練
習
、
当
日
の

運
営
等
々
当
事
者
の
皆
様
の
お
骨
折

七
鈴
五
獣
鏡

岐
阜
県
指
定
重
要
文
化
財

時
代
　
エハ
世
紀
中
ご
ろ

（約

一
五
〇
〇
年

一則
）
管
理
者
　
徳
永
多
賀
神
社

鏡
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
全
体
の
四
分

の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
自
銅
製
で
、
鏡

面
は
光
沢
の
あ
る
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、

文
様
の
あ
る
面
は
外
か
ら
鋸
刃
文
帯
、
連

続
三
角
形
文
帯
、
偽
銘
帯
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
小
さ
な
五
つ
に
乳
と
形
状
不
明
な

五
獣
を
配
し
て
い
る
。
直
径

一
一
。
四
セ

ン
チ
、
周
囲
に
七
つ
の
鈴
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
三
個
が
欠
け
て
い
る
。
鈴
子
は

小
石
で
、
振
る
と
か
す
か
な
音
を
立
て
る

七 鈴 五 獣 鏡

①道行き

②やわたおどり



寺
院
を
ま
た
訪
ね
た
く
な
る
私
の
秘
訣

～
仏
像
の
見
方
を
通
し
て
～

大

井

正

明

寺
院
と
言
え
ば
や
は
り
京
都
、
奈

良
で
す
が
、
岐
阜
県
内
で
も
美
濃
三

十
三
観
音
霊
場
は
有
名
で
す
。
そ
し

て
、
郡
上
に
も
白
山
中
宮
長
滝
寺
な

ど
、
決
し
て
他
県
に
引
け
を
取
ら
な

い
寺
院
や
仏
教
美
術
が
あ
り
ま
す
。

有
名
な
神
社
、
寺
院
ま
で
に
は
早

く
か
ら
交
通
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

北
濃
に
ま
で
伸
び
る
越
美
南
線
の
敷

設
に
は
、
少
な
か
ら
ず
信
仰

へ
の
関

わ
り
が
有

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。さ
て
、
お
目
当
て
の
寺
院
に
訪
観
、

拝
観
す
る
に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
心

に
留
め
て
お
き
た
い
事
柄
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
寺
の
名
前
、
住
所
、

山
号
、
宗
派
、
御
本
尊
、
開
基
年
号
、

開
山
者
、
寺
宝
、
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
を
メ
モ
し
整
理
し
て
お
く
と
、
他

の
寺
院
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
や
異
な

る
と
こ
ろ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

寺
院
の
堂
塔
伽
藍
、
庭
園
、
花
木
、

絵
画
、
歴
史
物
語
な
ど
は
、
実
際
に

自
分
自
身
の
目
で
見
る
こ
と
で
、
古

き
寺
院
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

拝
観
に
当
た

っ
て
は
、
文
化
財
に

手
を
触
れ
た
り
写
真
を
撮

っ
た
り
し

な
い
な
ど
、
寺
院
の
決
ま
り
や

一
般

的
な
礼
儀
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ど
ん
な
些
細
な
事
で
も
、
住
職

や
係
の
許
可
を
得
て
や
れ
ば
大
丈
夫

で
し
ょ
う
。

寺
社
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
や
説
明
書
は
、
見
ど
こ
ろ
を
簡
潔

に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
手
に
取

っ

て
ご
覧
に
な
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

訪
間
の
良
き
記
念
に
は
、
御
朱
印
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
奨
め
い

た
し
ま
す
。

＞
阿
弥
陀
如
来

○
御
本
尊
、
仏
像
の
種
類
に
つ
い
て

仏
像
は
大
別
し
て
五
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
如
来
　
自
ら
悟
り
を
開
い
た
方

＞
釈
迦
如
来

＞
薬
師
如
来

○
如
来
２

の
如
来
と
よ
ば
れ
る
仏
）

大
別
し
て
、
五
つ
の
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

一
大
日
如
来
　
首
ホ言
密
教
の
仏

一
一
釈
迦
如
来
　
実
在
し
た
仏
教
の

開
祖

一二
薬
師
如
来
　
病
や
災
難
か
ら

人
々
を
救
う
仏

四

阿
弥
陀
如
来
　
来
世
の
幸
せ
を

約
束
し
て
く
れ
る
仏

一
一
菩
薩
　
如
来
に
な
る
た
め
修
行

し
衆
生
を
救
う
仏

五
毘
虜
舎
那
如
来
　
奈
良
東
大
寺

の
大
仏

＞
十

一
面
観
世
音
菩
薩

○
観
世
音
菩
薩

全
部
で
六
観
音
が
あ
り
ま
す
。

一
聖
観
世
音
菩
薩
　
危
難
、
苦
悩
か

ら
人
々
を
救
う
仏

一
一
千
手
観
世
音
菩
薩

千
の
慈
手
と

千
の
慈
眼
で
衆
生
を
救
う
仏

一二
十

一
面
観
世
音
菩
薩

四
方
八
方

あ
ら
ゆ
る
方
向
に
顔
を
向
け

衆
生
を
救
う
仏

四

馬
頭
観
世
音
菩
薩
　
威
力
で
仏

法
に
導
か
せ
る
役
割
を
す
る
仏

五

准
低
観
世
音
菩
薩
　
仏
の
母
と

し
て
子
授
け
の
力
が
有
る
仏

エハ
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
　
物
質
的
、

精
神
的
な
願
望
を
成
就
さ
せ
る

仏

○
菩
薩
観
世
音
無
し
の
グ
ル
ー
プ

一
普
賢
菩
薩
　
行

（修
行
）
を
代
表

す
る
仏
、
釈
迦
如
来
の
脇
侍

一
一
文
殊
菩
薩
　
知
恵
を
代
表
す
る

仏
、
釈
迦
如
来
の
脇
侍

＞
弥
勒
菩
薩

一二
日
光
菩
薩
　
煩
悩
を
照
ら
し
、

無
知
を
打
破
す
る
仏
、
薬
師
如

来
の
脇
侍

四

月
光
菩
薩
　
優
し
く
慈
し
み
の

心
を
持
つ
慈
悲
の
仏
、
薬
師

如
来
の
脇
侍

五

勢
至
菩
薩
　
衆
生
の
無
知
を
救

う
仏
、
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍

一ハ
虚
空
蔵
菩
薩
　
知
恵
と
福
徳
の

仏
、
毘
慮
舎
那
如
来
の
脇
侍

七

弥
勒
菩
薩
　
釈
迦
の
救
済
に
漏

れ
た
人
を
救
う
仏

八

地
蔵
菩
薩
　
人
々
の
悩
み
や
苦

し
み
を
救
う
仏

一二
明
王

四

天
部

五

声
聞

如
来
の
化
身

仏
を
守
る
人
達

新
し
い
宗
派
を
開
い
た

開
祖
、
僧
昌

観音菩薩

-2-



＞
不
動
明
王

○
明
王
グ
ル
ー
プ

五
如
来
の
化
身
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

＞
軍
茶
利
明
王

一
不
動
明
王
　
煩
悩
を
や
き
つ
く
す

一
一
降
三
世
明
王
　
貧
欲
、
怒
、
痴
、
の

三
欲
を
消
滅
さ
せ
る

一二
軍
茶
利
明
王
　
歓
喜
天
を
支
配

し
障
害
を
取
り
除
く

四

大
威
徳
明
王
　
エハ
面
六
膏
六
足

の
姿
で
水
牛
に
ま
た
が
る

五

金
剛
夜
叉
明
王
　
金
剛
杖
の
威

力
で
人
間
の
欲
心
を
除
く

六

愛
染
明
王
　
愛
欲
と
貧
欲
を
つ

か
さ
ど
り
、
こ
の
尊
を
信
ず
る
と

他
人
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
災
い
を
変

じ
て
福
と
な
す

七

孔
雀
明
王
　
圭母
虫
や
害
虫
を
食

べ
る
孔
雀
を
神
格
化
し
、
様
々
な

難
を
除
く

＞
増
長
天

○
天
部
の
グ
ル
ー
プ

一
武
神
　
一
一
福
神
　
一二
女
神

な
ど
が
有
り
ま
す
。
中
で
も
武
神

に
は
四
天
王
が
あ
り
、
こ
の
像
は
仏

界
の
四
方
を
守
り
ま
す
。
東
方
は
時

國
天
、
南
方
は
増
長
天
、
西
方
は
広

目
天
、
北
方
は
多
門
天
が
、
守
護
神

と
し
て
仏
を
守

っ
て
い
ま
す
。

○
声
聞
グ
ル
ー
プ

高
僧
の
こ
と
で
、
釈
迦
の
弟
子
、

日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
宗
祖
、
開

祖
な
ど
を
指
し
ま
す
。

一
天
台
宗
　
伝
教
大
師

（最
澄
）

比
叡
山
延
暦
寺

本
尊
釈
迦
如
来

一
一
真
言
宗
　
弘
法
大
師
　
（空
海
）

高
野
山
金
剛
峰
寺
　
本
尊
大
日

如
来

一二
浄
土
宗
　
法
然
上
人
　
総
本
山

は
知
恩
院
　
本
尊
阿
弥
陀
如
来

四

浄
土
真
宗
　
見
真
大
師

（親
鸞
）

本
山
西
派
、
大
谷
派
　
本
尊
阿
弥

陀
如
来

五

臨
済
宗
　
栄
西
上
人

本
山
建
仁

寺
　
本
尊
釈
迦
如
来

六

曹
洞
宗
　
道
元
禅
師

本
山
永
平

寺
　
本
尊
釈
迦
如
来

七

法
相
宗

八

時
宗

九

黄
栗
宗

一
〇

律
宗

　
一
一
華
厳
宗

〓

一
融
通
念
仏
宗
　
な
ど
の
宗
派

が
有
り
、
浄
土
真
宗
に
は
、
正
信

掲
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
十
派
の
宗

派
と
寺
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
仏
像
の
鑑
定

五
大
如
来
　
エハ
観
音
、
菩
薩
　
明

王
　
天
部
　
四
天
王
　
そ
の
他
各
種

の
仏
像
が
あ
り
ま
す
。

鑑
定
に
は
種
類
別
、
作
成
さ
れ
た

時
代
別
、
年
代
、
作
成
さ
れ
た
像
の

材
質
な
ど
に
よ
り
仕
分
け
さ
れ
ま

す
。

〇
年
代
区
分

飛
鳥
時
代
、
白
鳳
時
代
、
奈
良
時

代
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室
町

時
代
、
安
土
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
、

現
代
の
九
つ
と
な
り
ま
す
。

○
仏
像
の
材
質
と
作
り
方

一
金
銅
造
　
材
質
は
銅
で
、
鍍
金
仕

上
げ

一
一
塑
像
造
　
材
質
で
あ
る
粘
土
を

練

っ
て
つ
く
る

一二
脱
乾
漆
造
　
芯
本
と
麻
布
、
木
糞

漆
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る

四

木
芯
乾
漆
造
　
木
彫
り
の
型
に

木
糞
漆
を
盛
り
上
げ
て
つ
く
る

五

石
造
　
自
然
石
を
切
り
出
し
、
ま

た
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
彫

っ

て
つ
く
る

六

か
わ
ら
造
　
粘
土
を
素
焼
き
に

し
て
つ
く
る

七

一
木
造
　
楠
木
や
桧
な
ど
の
本

材

一
本
で
つ
く
る

八

寄
木
造
　
材
は

一
本
造
と
同
じ

だ
が
、
一
一つ
以
上
の
材
を
寄
せ
合

わ
せ
て
つ
く
る

○
そ
の
ほ
か

印
相
、
手
の
し
ぐ
さ
、
持
ち
物
、

眼
の
形
、
耳
の
形
、
台
座
等
も
鑑
定

の
重
要
な
項
目
で
す
。

鑑
定
に
当
た

っ
て
は
実
物
、
写
真
、

本
、
等
で
実
感
す
る
の
が
も

っ
と
も

良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
疑
間
点
は
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
必
ず
解
明
す
る
こ
と
が
、
鑑
定

へ

の
自
信
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

＞
高
澤
観
音
多
宝
塔

＞
高
澤
観
音
舞
台

最
後
に
、
お
勧
め
し
た
い
近
く
の

お
寺
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（場
所
）

関
市
下
之
保
　
美
濃
三

十
三
観
音
霊
場

（寺
名
）

高
澤
山
日
龍
峰
寺
　
（に

ち
り
ゅ
う
ぶ
じ
）
通
称
、
高
澤
観
音

（宗
派
）

高
野
山
真
言
宗

（御
本
尊
）

千
手
観
世
音
菩
薩

（開
祖
）

両
面
宿
難

こ
の
お
寺
は
、
岐
阜
県
の
清
水
寺

と
言
わ
れ
る
程
で
あ
り
、
舞
台
造
り

と
鐘
楼
、
多
宝
塔
が
必
見
で
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
眼
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
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春
季
日
帰
り
研
修

金
沢
の
文
化
と
歴
史
を
訪
ね
て

奥
　
田
　
弘

親

平
成
二
十
六
年
度
の
春
の
日
帰
り

研
修
旅
行
は
、
四
月
十

一
日

（金
）

金
沢
を
テ
ー
マ
に
し
て
行
わ
れ
た
。

―
出
発
―

朝
七
時
大
和
庁
舎
に
集
合
し
出
発

し
て
、
大
和
Ｉ
Ｃ
よ
り
東
海
北
陸
道

を
ひ
た
す
ら
北
上
し
、
長
大
な
飛
騨

ト
ン
ネ
ル
、
白
川
郷
を
通
り
抜
け
て

富
山
県
に
入
っ
た
。
城
端
Ｓ
Ａ
で
休

憩
し
た
後
、
予
定
外
の
飛
び
入
り
で

城
端
の
曳
山
会
館
に
寄
り
道
し
た
。

こ
の
会
館
の
山
車
は
な
か
な
か
見

事
な
も
の
で
あ
り
、
山
車
の
後
半
に

料
亭
の
屋
形
が
乗
っ
て
い
て
大
変
珍

し
い
と
感
じ
た
。
こ
の
会
館
を
出
て

か
ら
普
通
道
を
金
沢
に
向
か
っ
た
。

―
妙
立
寺
―

予
定
の
金
沢
市
に
入
り
、
寺
町
の

妙
立
寺
に
入
り
ま
し
た
。

案
内
に
従
い

一
巡
し
て
み
て
、
大

変
驚
い
た
。
外
観
は
三
階
建
て
に
見

え
る
が
内
側
は
四
階
建
て
に
匹
敵
す

る
様
な
複
雑
な
構
造
と
な

っ
て
い

る
。
ト
リ
ッ
キ
ー
な
階
段
が
二
十
数

力
所
、
様
々
な
目
的
の
室
が
二
十
カ

所
程
あ
り
、
隠
し
室
と
し
た
り
隠
し

た
落
と
し
穴
、
妙
な
明
か
り
取
り
、

抜
け
穴
と
な
る
井
戸
が
あ
っ
た
。

本
堂
の
屋
根
上
は
望
楼
で
見
張
台

と
し
て
お
り
、
城
と
の
連
絡
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
複
雑
怪
奇
な

造
り
と
な
っ
て
お
り
、
忍
者
寺
と
云

わ
れ
る
に
相
応
し
い
寺
で
あ
っ
た
。

こ
の
お
寺
は
、
初
代
前
田
利
家
公

の
と
き
日
蓮
宗
に
帰
依
し
祈
願
所
と

し
た
も
の
を
、
三
代
利
常
公
の
知
略

で
こ
の
地
に
移
築
し
多
目
的
に
利
用

さ
れ
る
寺
と
し
た
。

外
様
大
名
の
雄
で
あ
る
加
賀
藩

は
、
幕
府
か
ら
は
い
つ
も
明
ま
れ
て

い
た
た
め
、
北
方
は
浅
野
川
、
南
方

は
犀
川
で
遮
ら
せ
、
そ
の
内
側
城
付

近
に
は
五
十
余
の
寺
院
等
を
建
て

た
。
福
井
方
面
か
ら
の
侵
略
に
備
え

て
は
犀
川
南
西
の
寺
町
、
野
町
の
丘

陵
地
に
は
軒
並
寺
を
建
て
そ
の
数
は

七
十
余
が
あ
り
妙
立
寺
は
そ
の
中
心

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

尚
、
北
方
の
浅
野
川
の
北
に
も
四

十
数
力
所
の
寺
院
が
あ
り
、
城
の
周

辺
に
は
合
わ
せ
て
百
七
十
余
の
寺
院

を
め
ぐ
ら
せ
た
。

常
時
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
管
理

者
を
置
い
た
が
、　
一
端
紛
争
が
起
き

た
場
合
に
は
食
料
等
を
備
蓄
し
大
勢

の
宿
泊
、
炊
事
の
設
備
を
整
え
た
。

小
さ
な
出
城
と
し
て
の
役
目
を
持
た

せ
、
金
沢
城
の
守
り
を
よ
り
堅
固
な

も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

―
香
林
寺
―

二
つ
目
の
寺
香
林
寺
は
願
掛
け
寺

と
も
云
わ
れ
、
妙
立
寺
と
共
に
三
代

利
常
公
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
の
釈
迦
無
尼
仏
と
共
に
本
堂
内

に
、
安
産
、
子
授
け
、
子
供
さ
ん
に

関
す
る
願
い
を
叶
え
る
地
蔵
さ
ん
が

祭
ら
れ
て
い
る
。
お
子
抱
き
地
蔵
と

も
呼
ば
れ
、
多
く
の
方
が
お
参
り
を

さ
れ
る
そ
う
だ
。

尚
、
こ
の
お
寺
の
裏
の
庭
園
に
は

「開
運
霊
薬
不
動
尊
」
が
坐
し
、
そ

の
参
道
に
は

「願
掛
け
十
二
支
」
と

「十
六
羅
漢
像
」
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
願
い
を
掛
け
る
と
き
は
、
自
分

の
十
二
支
を
通
っ
て
三
度
幸
福
の
道

を
廻
り
、
最
後
に

「不
動
明
王
」
に

お
参
り
す
れ
ば
願
い
が
叶
う
と
云
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
堂
内
横
手
に
は
加
賀
友
禅

の
作
家
で
人
間
国
宝
の
「木
村
雨
山
」

さ
ん
作
の

「花
鳥
風
月
」
を
備
姉
た

短
冊
や
色
紙
八
十
点
ほ
ど
が
長
押
等

に
掲
げ
て
あ
る
。
そ
れ
に
庭
に
は
秋

に
な
る
と
白
い
彼
岸
花
が
咲
く
そ
う

で
あ
る
。

―
兼
六
園
―

城
の
真
向
か
い
に
あ
る
兼
六
園
入

り
□
付
近
の
堤
亭
で
昼
食
を
採
り
、

各
自
で
園
内
を
散
策
し
た
。

入
園
は
お
年
寄
り
は
無
料
で
あ

っ

て
、
何
度
か
の
入
園
で
池
の
廻
り
を

一
周
し
て
松
や
桜
の
花
を
見
た
。
下

の
茶
店
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

な
が
ら
バ
ス
を
待
っ
た
。

―
武
家
屋
敷
跡
野
村
家
―

こ
の
武
家
屋
敷
は
、
長
町
の
昔
は

濠
の

一
部
で
あ
っ
た
水
路
沿
い
に
あ

り
、
水
は
沿
々
と
流
れ
て
い
た
。

こ
の
野
村
家
は
、
初
代
利
家
公
と

共
に
金
沢
城
に
入
城
し
た
時
か
ら
の

直
臣
で
、
代
々
千
石
程
の
禄
高
の
奉

公
職
等
を
歴
任
し
た
。
約
千
坪
の
屋

敷
を
拝
領
し
て
い
る
名
家
で
あ
り
、

明
治
ま
で
十

一
代
続
い
た
。

現
在
の
屋
敷
跡
は
、
加
賀
藩
の
支

藩
大
聖
寺
藩
内
の
橋
立
村
の
北
前
船

の
船
主
久
保
田
彦
兵
衛
の
豪
邸
の

一

部
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

誠
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
な

が
ら
、
藩
主
を
招
い
た
時
の
上
段
の

間
と
謁
見
の
間
と
が
、
格
式
を
重
ん

じ
上
品
な
装
飾
と
贅
沢
な
作
り
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
小
さ
い
な
が
ら

庭
園
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
て
、

狭
い
な
が
ら
見
事
な
配
置
で
あ
り

一

見
の
値
う
ち
が
あ
っ
た
。

―
近
江
町
市
場
―

金
沢
市
民
の
台
所
を
預
か
る
と
云

う
市
場
で
、
店
舗
数
、
品
物
と
も
に

豊
富
で
あ
る
。
た
だ
市
中
の
店
舗
の

寄
せ
集
め
で
あ
り
少
々
魅
力
に
欠
け

て
い
る
。
海
辺
の
店
や
山
間
の
直
売

所
と
は
違
い
、
最
近
は
観
光
地
の

一

つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
残

念
で
あ
る
。

本
日
の
日
帰
り
研
修
最
後
の
立
ち

寄
り
箇
所
で
あ
り
、
二
、
三
の
品
を

買
い
求
め
土
産
と
し
た
。

妙立寺本堂
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文
化
財
保
護
協
会
の
旅
行
は
、
仕

事
の
都
合
で
何
年
か
振
り
の
参
加
で

あ
っ
た
。
車
内
は
満
席
で
あ
り
、
中

で
も
神
路
地
区
の
方
の
参
加
が
多
い

の
に
驚
い
た
。

大
和
イ
ン
タ
ー
か
ら
大
垣
イ
ン
タ

ー
、
そ
し
て
最
初
の
見
学
地
大
垣
城

へ
、
こ
ん
な
に
近
い
の
に
今
ま
で
訪

れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
に
、
我

な
が
ら
不
思
議
な
思
い
で
あ
っ
た
。

大
垣
城
は
戦
災
で
焼
失
す
る
ま
で
は

国
宝
で
あ
り
、
郡
上
八
幡
城
の
モ
デ

ル
と
成
っ
た
こ
と
、
戸
田
家
十
万
石

は
郡
上
と
も
縁
が
深
い
こ
と
は
知
っ

て
い
た
が
、
「天
気
よ
け
れ
ば
…
」

の
歌
で
有
名
な
太
鼓
は
、
ピ
カ
ピ
カ

の
楼
閣
を
登
っ
た
四
階
の
天
守
閣
に

あ
っ
た
。

戸
田
家
二
三
五
年
間
は
太
平
の
世

で
あ
っ
た
が
、　
一
一
代
続
い
た
歴
代

城
主
の
内
、
寛
政
二
年
か
ら
文
化
三

年
ま
で
、
幕
府
の
老
中
職
を
務
め
た

七
代
戸
田
氏
教
公
時
代
は
、
特
に
隆

盛
を
極
め
た
よ
う
で
、
強
調
し
た
展

示
が
な
さ
れ
て
い
た
。

勿
論
、
戸
田
氏
入
封
以
前
か
ら
大

垣
城
の
歴
史
は
古
く
、
西
暦

一
五
〇

〇
年

（明
応
九
年
）
竹
脇
尚
綱
に
始

ま
っ
て
、
二
四
氏
が
治
め
、
大
垣
十

万
石
と
成
っ
た
の
は
、
二
五
代
戸
田

氏
鉄
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

中
で
も
、
関
ケ
原
合
戦
前
、
石
田

三
成
ら
豊
臣
方
西
軍
が
そ
の
本
拠
地

と
し
た
こ
と
か
ら
、
島
左
近
ら
の
戦

略
は
有
名
で
あ
る
。

関
ケ
原
合
戦
後
の
大
垣
城
は

「戦

い
の
城
」
か
ら

「行
政
の
城
」
と
生

ま
れ
変
わ
る
が
、
木
曾
川
を
始
め
西

美
濃
と
輸
中
地
帯
は
、
永
長
に
渉
っ

て
水
と
の
闘
い
で
あ
り
、
歴
代
の
治

水
事
業
が
成
功
し
た
こ
と
に
因

っ

て
、
今
日
の
大
垣
が
あ
る
。

天
守
石
垣
ニ
メ
ー
ト
ル
程
上
が

っ

た
所
に
洪
水
位
を
示
す
線
が
残
さ
れ

て
お
り
、
城
の
上
か
ら
見
渡
せ
ば
、

岐
阜
か
ら
養
老
ま
で

一
面
の
海
だ
っ

た
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。

ま
た
、
戦
災
で
焼
失
し
た
貴
重
な

国
宝
の
城
の
写
真
を
見
て
、
戦
争
の

愚
か
さ
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
堀
の
橋

を
渡

っ
た
。

散
策
の
道
す
が
ら
随
所
に
清
ら
か

な
湧
き
水
が
あ
り
、
「自
販
機
の
水
は

売
れ
な
い
だ
ろ
う
な
―
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
、
戸
田
氏
の
菩
提
寺
へ
立

ち
寄
り
、
『奥
の
細
道
結
び
の
地
記
念

館
』
へ
向
か
っ
た
。

当
館
は
近
代
的
な
設
計
で
、
芭
蕉

の

「奥
の
細
道
」
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
Ｄ
映
像

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
ハ
イ
テ
ク
を

駆
使
し
た
展
示
は
圧
巻
で
、
時
間
の

制
限
が
な
け
れ
ば
と
残
念
で
あ

っ
た

が
、
再
訪
問
す
る
こ
と
を
心
に
誓

っ

て
外
に
出
た
。

昼
食
後
、
垂
井
町

へ
と
向
か
う
。

南
宮
大
社
は
、
何
回
か
参
拝
し
た
が
、

何
度
訪
れ
て
も
そ
の
壮
大
さ
と
華
一麗

さ
は
感
激
の

一
言
で
あ
る
。
特
に
朱

塗
り
の
程
好
く
時
を
刻
ん
だ
様
子

に
、
重
要
文
化
財
の
威
厳
を
感
じ
る
。

回
廊
か
ら
垣
間
見
る
本
殿
は
ま
た

素
晴
ら
し
く
、
つ
い
つ
い
他
の
人
を

も
誘
っ
た
り
し
た
。
車
窓
か
ら
南
宮

大
社
の
大
鳥
居
を
見
な
が
ら
、
北
部

エ
リ
ア
ヘ
と
向
か
っ
た
。

大
河
ド
ラ
マ
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
た

竹
中
半
兵
衛
の
菩
提
寺
へ
進
む
。
観

光
客
が
多
い
様
で
、
便
乗
し
た
物
産

展
の
旗
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
三
六
歳
の
若
さ
で
病
没
し
た
半
兵

衛
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
そ
の
子
重

門
が
墓
石
を
移
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
竹
中
氏
と
家
臣
の
墓
石
が
建
立

さ
れ
て
い
た
。

途
中
、
竹
中
半
兵
衛
の
屋
敷
門
が

あ
っ
た
。
邸
の
部
分
は
、
現
在
は
幼

稚
園
と
な
っ
て
い
た
が
、
門
の
構
え

が
凄
い
。
両
側
に
野
面
積
み
の
石
垣

が
あ
り
、
そ
の
中
を
奥
行
き
が
四
～

五
メ
ー
ト
ル
の
分
厚
さ
で
、
一異
側
か

ら
階
段
状
に
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
門
は
均
整
で
重
厚
で
．あ
り
、
こ
の

様
な
門
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
感
激
し
た
。
門
前
で
研
修

旅
行
の
記
念
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ

た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

最
後
の
日
程
は
、
伊
吹
山
ド
ラ
イ

ブ
と
な
っ
て
い
た
。
だ
ん
だ
ん
天
候

が
悪
く
な
り
実
施
が
案
じ
ら
れ
た

が
、
結
局
予
定
通
り
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
途
中
、
関
ケ
原
合
戦
場
を
左

車
窓
に
眺
め
な
が
ら
進
ん
だ
。
西
軍

石
田
三
成
の
本
陣
跡
に
は
、
数
本
の

職
が
は
た
め
い
て
い
た
。

伊
吹
山
ド
ラ
イ
ブ
は
運
転
手
さ
ん

泣
か
せ
、
岐
阜
と
滋
賀
の
両
県
を
跨

い
で
入
っ
た
り
出
た
り
し
な
が
ら
、

標
高

一
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
駐
車
場

に
着
い
た
。

こ
こ
か
ら

一
三
七
七
メ
ー
ト
ル
の

山
頂
ま
で
の
高
山
植
物
は
、
六
月
頃

が

「百
花
練
乱
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
寒
さ
と
風
の
強
さ
は
予
想
以
上

で
あ
っ
た
が
、
濃
尾
平
野
を

一
望
し

北
側
に
は
姉
川
の
合
戦
場
や
賤
ヶ
岳

な
ど
を
遠
望
で
き
た
こ
と
に
大
満
足

し
た
。
久
し
振
り
に
有
意
義
な

一
日
と
な

り
、
全
員
が
無
事
に
家
路
に
着
け
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

秋
季
日
帰
り
研
修

西
美
濃
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
る

田

口

勇

治

大垣城

南宮大社

竹中半兵衛の屋敷門跡で
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井

俣

初

枝

踏
ん
張
り
が
き
く
か
ら
い
い
と
地
下
足
袋
を
履
き
て
春
日
を
ポ
ン
と
蹴
ち
ら
す

翁
岐
阜
歌
人
ク
ラ
ブ
短
歌
大
会
」

一
席
入
賞
作
品
）

ぽ
あ
ぽ
あ
と
白
雲
空
に
あ
ら
わ
れ
て
籠
る
私
の
脱
皮
う
な
が
す

地
下
足
袋
を
は
く
こ
と
し
ば
し
戸
惑
え
り
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
蒼
き
ひ
と
刻

地
下
足
袋
の
足
裏
に
入
り
来
る
感
覚
を
全
身
動
の
要
と
決
め
た

シ
ン
フ
オ
ニ
ー
聞
く
が
に
色
を
か
え
て
ゆ
く
葉
に
偽
り
の
な
き
清
し
さ
よ

地
下
足
袋
に
ひ
ら
鍬

一
丁
あ
れ
ば
い
い
ず
ん
ず
と
冷
え
の
迫
り
く
る
朝

一
つ
ず
つ
は
ず
九
特
に
思
い
馳
せ
導
な
レ
桧
ボ
一
第

，
と
な
る‐‐．

●一一一・
　

　

　

．
・

．・」・
〓
．

●

素朴
なれど土
の匂
いと色
ハ一督一
一〓
一一
一ず一一
，ゆ‐うりを食う
る

ば
ん
ぱ
ん
と
地
下
足
袋
は
ら
つゝ
秋

，
卜
の
一ｒ
・一年
彎
一一
農
私
‐‥
‘‥‐．　
の
工
一（
ル
ギ
ー

地
下
足
袋
も
土
も
真
っ
さ
ら
春
を
待
つ
す
べ
て
．描
ぎ
し
畑
の
デ
ザ
イ
ン

神
・奪
醸
〓蘇
．

山

内

敏

子

石
徹
自
の
虚
空
蔵
菩
薩
訪
ね
れ
ば
著
義
の
花
群
静
寂
誇
る

（石
徹
白
の
大
師
堂
）

春
う
ら
ら
霊
峰
白
山
残
雪
の
世
の
う
つ
ろ
い
を
史
家
と
見
つ
め
る

薪
能
は
明
建
神
社
の
風
物
詩
桜
の
妖
精
常
縁
の
里

（明
建
神
社
）

古
代
蓮
長
滝
神
社
は
灯
を
と
も
す
あ
こ
が
れ
通
う
ふ
み
づ
き
の
朝

（長
滝
神
社
）

深
山
路
の
新
宮
神
社
へ
初
参
り
神
仏
習
合
古
来
の
あ
一か
し

、
　

一

（那
．比
．神
宮
）

弾
け
麟
獲
つヽ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、‐

土目
　
木
　
ユ
リ
子

冬
籠
り
余
儀
な
く
さ
れ
て
二
月
尽
雪
解
の
間
よ
り
青
草
の
ぞ
く

ひ
も
じ
さ
に
夜
毎
訪
い
来
る
鹿
の
群
れ
無
気
味
に
光
る
数
多
の
ま
な
こ

春
立
て
ば
雪
積
む
中
に
住
み
い
て
も
光
や
さ
し
く
窓
に
さ
し
込
む

約
束
を
果
た
す
如
く
に
季
く
れ
ば
弾
け
る
よ
う
に
梅
桜
咲
く

迷
い
つ
つ
少
し
派
手
め
な
赤
着
れ
ば
若
々
し
い
と
友
が
あ
と
押
し

鑢 。苺 経
°
■ 。 'な 。警

き 鬱 警
心
畿 =警 驀 苺 苺 藝 攀 継 瞑 警 `攀 ・ ‐ 襴 摯

瞼 驚
隋
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嚇
り

。
醸

奪 苺 機 ヽ 機
晰

苺
醸 ・ 艤 o藝 篠 警

颯
。 な 聾 登 総

颯
。 爾 機 ・ 榛 議 機

。 磯

難・ 彙 苺・ 摯
ゆ 鬱
驚 ・・ 鷲 |う 。 警 苺

苺
警 薔 '継 饉 警 崚 筆

“
 鸞 警 ・ 攀 ・ ・ 黎 I薇

勒
賤
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石

神

尭

生

「年
だ
か
ら
」
吾
が
ふ
が
い
な
き
言
い
訳
け
は
白
寿
の
母
の
叱
責
受
け
る

ス
ト
ー
ブ
点
け
風
呂
か
ら
上
が
り
し
母
を
拭
く
膝
に
火
傷
を
負
わ
せ
し
を
悔
い

「あ
と

一
週
間
」
あ
り
得
ぬ
こ
と
を
看
護
師
は
い
ふ

九
十
九
歳
で
生
き
て
い
る
の
に

島

櫻

・速
―
藤
一
富
貴
子

一雨
０
彩
払
い
て
日
を
吸
ふ
山
楼
一

入
‐相‐‐
０
鐘
に
覚
ゆ
る‐‐一花‐‐
冷
え
に

触
れ
て
散
る
花
は
ざ
み
一ｔ
＆
鶏
鵬
一

弊
ぽ
の
夫
の
花
束
ハ
テ
の―‐‐存

永‐
き
，■
一や
犬
を
な
だ
一め
‐一て
独
，
住
み

「ま
た
来
る
よ
」
意
識
無
き
ま
ま
眠
り
し
母
妻
の
言
葉
に
突
然
目
を
開
く

実
感
の
無
き
ま
ま
母
は
逝
き
に
け
り
告
げ
た
き
こ
と
ま
だ
山
ほ
ど
あ
る
に

十
参
の
望
赤

山
　
内

敏
一
子

陽
だ
ま
り
の
池
の
ほ
と
す
０
節
分
草
・

咲
き
そ
め
し
東
氏
の
館
春
紫
苑

山
荘
の
道
を
灯
●
り
‐‐‐‐
‐
難
棒
・

都
忘
れ
古
今
０
盤
０
こ
む
・ら
．ざ
き

山
吹
車
嚇
建
神
社‐‐‐金
一証
ら
す

く

ら

な
一わ

寛

明

一代

一薦
●
芽
を
起
す

‐――日
射
の
無
か
り
け
り‐

一，
４
テ
テ
タ
番
，
含
み
し

‐雨
滴

一秩
●
風
看
佑
〓
体
等
，

‐
添
ひ
て

， 舞
な
一挙
る
０
ぢ
な‐‐‐
な
一な
れ
ど
晨
れ
お
‐‐‐り

， 薔
麟
０
難
灘
も
一陽
●
で
や
寒
■
舞
い



轟鳳
癬
目
甲
醸
〓灘
ｔ轍
一一一一一一一響
一書
一

四
月

一
一
日

五
月
　
一
一日
七
日

一
七
日

三
二
日

（本
）

六
月
二
〇
日

（金
）

春
季
日
帰
り
研
修
　
金
沢
市

（寺
町

・
兼
六
園

・
武
家
屋
敷

。
近
江
市
場
）

参
加
者
二
六
名

第

一
回
岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
理
事
会

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（二
六
年
度
諸
計
画
等
）

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度
へ
の
取
り
組
み

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
の
進
捗
状
況
の
確
認
等

岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
総
会

（於

¨
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
二
〇

一
会
議
室
）

平
成
二
六
年
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（内
容

¨
一
六
日
の
執
行
部
会
に
同
じ
）

「文
化
財
や
ま
と
」
最
終
編
集
会
議

平
成
二
六
年
度
総
会
、
（大
和
庁
舎
　
防
災
研
修
室
）

①
平
成
二
五
年
度
会
務

。
決
算
報
告
　
②
平
成
二
六
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

③
理
事
の
交
代
に
つ
い
て
　
　
④
会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
講
話

「地
域
の
文
化
財
発
掘
と
保
存
」

佐
藤

光

一
会
長

（故
青
木
圭
二
さ
ん
の
剣
絵
図
を
参
照
し
な
が
ら
）

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
三
九
号
発
刊
　
（
発
行
部
数
三
〇
〇
部

）

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（文
化
財
愛
護
標
柱
に
つ
い
て
）

大
和
町
で
は
、
西
念
寺
の
全
標
柱
を

「文
化
財
愛
護
標
識
板
」
に
ま
と
め
る
。

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

。
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

第
二
回
執
行
部
会

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
の
旅
」
（徳
川
美
術
館
ほ
か

）

西
念
寺
文
化
財
愛
護
標
識
板
設
置
　
研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
役
員
会

（平
成
二
六
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
。実
施
に
つ
い
て
）

平
成
二
六
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
（大
垣
市
、
垂
井
町
、伊
吹
山
）
参
加
者
二
六
名

平
成
二
六
年
度
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

（於

一
八
幡
町
）

第
三
回
執
行
部
会
　
第
四
回
役
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
他

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
七
年
度
春
季
研
修
計
画
）

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
七
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
役
員
改
選
、
事
業

・
会

計
報
告
）

岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
理
事
会

（於

¨
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

四
月
　
八
日

二
三
日

二
四
日

五
月

　
一
日

一
四
日

（本
）

二
九
日

（金
）

春
季
日
帰
り
研
修

（歴
史
ロ
マ
ン
に
包
ま
れ
た
浜
松
湖
北
の
古
刹
を
訪
ね
て
）
参
加
者
二
七
名

「文
化
財
や
ま
と
」
四
〇
号
編
集
委
員
会
　
原
稿
の
進
捗
状
況
の
確
認

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（二
七
年
度
諸
計
画
等
）

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室

新
年
度
へ
の
取
り
組
み

平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇
三
会
議
室
）

平
成
二
七
年
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
最
終
編
集
会
議

平
成
二
七
年
度
総
会
、
（大
和
庁
舎
　
防
災
研
修
室
）

③
平
成
二
六
年
度
会
務

・
決
算
報
告

②
平
成
二
七
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

③
役
員
の
交
代
に
つ
い
て
　
　
④
会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
講
話

（佐
藤

光

一
氏
）

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四
〇
号
発
刊
　
（
発
行
部
数
二
〇
〇
部

）

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
土
地
区
参
加
）

七
日
祭

。
薪
能

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（平
成
二
七
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画

・
実
施
に
つ

い
て
）

平
成
二
七
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修

第
四
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
八
年
度
春
季
日
帰
り
旅
行
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
八
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

・
会
計
報
告
）

以
下
未
定

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（文
化
財
愛
護
標
柱
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
の
旅
」

平
成
二
七
年
度
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

（於

¨
美
並
町
）

第
三
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

一 〇
日 日

水 火

七
月
　
七
日

一
七
日

二
七
日

八
月
　
七
日

九
月

　
一
日

一
八
日

一
九
日

一
〇
月
　
一二
日

一
一
月

一
二
日

一
九
日

二

一
日

一
二
月
　
一ハ
日

二
月

一
〇
日

二
三
日

二
月

一
七
日

二
四
日

土 水 金  金火 火  月 火  土 金  水 水 金 金 木 月 木 日 本 月

叢層
綴
置
》
難
〓濃
〓議
一爾
嚢
蓼

七
月
　
一
一日
九
日

二
五
日

八
月
　
七
日

一
〇
月

一
五
日

二

一
日

二

月

二

日

二
六
日

一
二
月
　
五
日

三
月

一
〇
日

二
三
日

金 金 木  水水  月  土 木 水  水  木 金 土 木 本
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会 簿 (順桐 平成 27年 5月現在

|●■藤繭
旗 勝 美  (倹1) 88-2031

日 置 敏 明 伏間見)88-2254

■■剣‐

田 中 禾ロ ク、(理事)88-2200

田 中 康 ク、     88-2200

森 前 登志子   88-3479
′lヽ 池 祐  [二     88-4064

/1ヽ 池 圭 子    88-4064

'可

 合    ′巨 (理事)88-2358

'可

△
1当    88-2304

日 置 智 夫    88-2730

田 代 全 廣      88--3835

田 代 寿 子     88-3835

力ll 藤 血
（
子     88-3687

河 合 利 雄 lJ_事)88-3520
■
〃 藤 文 蔵     88-2802

佐 藤 光  ――(名誉会長)88-3201

佐 藤 八重子   88-3201
山 内 博     88-2886

山 内 悦 子     88-2886

本す 瀬 メ、     88-2128
＋
Ｕ
■
↑ 瀬 方 彦     88-2008

日 置 武 雄     88-2303

菫大IFal見 |

大 野 一 道 (理事)882230

大 野 紀 子     88-2230

青  木  ユ リ子     88-3477

村 井 紀 幸 (理事)88-2323

池 田 充 彦 (理事)882796
小野江    勉    88-2725

清 水

“

乍     88-3086

藤 代 順 行   88-3060
松 井 賢  '唯 (理事)88-3991

坪 井 由佳子   88-3990
■万1場

桑 田 守 夫     88-2514

石
苗
甲 発 生 鯉事)88-2413

畑 中 真 澄   88-2441

稲 葉 和 巳   88-2503
里
¨
岩 弘 己     88-2458

小 倉 義 明  883224
小 倉 津油子   88-3224
桑 田 洋 - 88-2414

目 地 正 男     88-2447

大 井 正 明 (理事)88-2894

井 俣 初 枝     88-2758

寛 伸 雄     88-2532

寛 明 代     88-2532

大 井 峰 雄     88-2893

旗   清 子 (理事)88-4170

大 中 登志枝   88-3624

菫徳 永
山 内 孝 一 (理事)882616

山 内 敏 子     88-2120

細 江 幸 久 (書言D88-4157

遠 藤 富貴子 鰹事)88-4141
注込 藤 賢 逸     88-4141

オ寸 瀬  弥治郎     88-2602

渡 辺 睦 子  882076

■神 路
山 田 正 代 (理事)88-2114

自 田 浄 円   88-3461
羽 生 Y青    88-2271

山 田 味代子   88-2844
山 田 敬 子  88-2336
臼 田 金 市   88-3883
臼 田 路  子   88-3883
野  [ヨ  カロ捺材支     88-3460

山 田 幸 子  88-2693
■ 牧

齋 藤 武 生 (会長)88-3922

齋 藤 純 子  883922
滝 日 一 正   88-3064

松 森 幹 男     88-3919
弩返 藤 伝 司 (監事)88-3934

日  置  光  -     88-3001

瀧 日 千代美   88-3059

浦 泰 治 鯉事)88-9080

栗飯原 明 子   88-2362
日  置  人  司     88-2662

滝 日 準 -  88-2705

尾 藤 nl1     88-2353

田 口 勇 治 (理事)88-3950
」遷 藤 局 真     88-2890

野 田 嘉 ワ5     88-3043

金 子 政 子     88-3426

早  瀬  ふみ子     88-3327

日 置 康 夫     88-3788

■栗 巣
寛   政之助 鯉事)88-4031

島 崎 増 造 (監事)882236

野 田 恵 光     88-4027

増 田 洋 子     88-4041

■古1道‐

糸田 り|1    優 (理事)88-2861

清 水 克 巳     88-2862

金 子 徳  彦 (副会長)88-3063

」込 藤 弘 隆     88-3976

■名皿部

佐 尾 チ ドリ (理事)88-3544

有 代 員 一 (理事)88-3791

■落 部‐

常 平   毅幅l会長)88-3837

常 平 真由美   88-3837
本 川 喜代±   88-3833

本 清 子     88-3833

柴 垣 百命     88-3239

柴 垣 香久子   88-3239
■ 島

奥 田 昌 明  882520
森 藤 雅  毅 (理事)88-2684

奥 田 弘 親     88-2431

木 島 Y青    88-3304

森 藤 龍 史   88-2154
森   憲 司 (会計)88-2554

田 中 篤     88-2792

山 田 長 次     88-3648

正  会  員

家 族 会 員

名

　

名

，
“
　

　

４

＾

９

　

　

１
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項 晨| 決■算■額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 6,041

会 員 会 費 202,000
正会員2,000円 ×94名

家族会員1,000円 ×14名

役 員 研 修 会 費 13,000 役員会費13名

助 成 金 81,000 郡上市より

雑 収 入 2,013
ご寄付
預金利息

合 計 304,054

◆◆◆平成26年度 決算報告書 ◆◆◆ ◆◆◆平成27年度 予算(案)◆◆◆
(収入の部) (単位 :円 ) (収入の部) (単位 :円 )

(支出の部) (単位 :円 ) (支出の部) (単位 :円 )

項 目 予 1算■額 摘 一要

総 費 5,000 お茶

/_N 金
峨 費 5,000

執行部会 運営各部会
役員会

会 議 費 小 計 10,000

会 報 発 行 費 60,000 「文化財やまと40号」200部

奉 仕 活 動 費 10.000
文化財清掃奉仕作業
傷害共済

文 化 財 保 護 費 15,000
七日祭・赤保木祭奉納
文化財標柱設置

研 修 費 80,000
春・秋季日帰り研修補助
役員研修

記念事業積立金 30,000

事 業 費 小 計 195,000

消耗品 。事務費 10,000 用紙代・印刷代

通  信  費 15,000 はがき・切手代 便送料

事 務 局 費 小 計 25,000

負 担 金 20,000 市協議会:20,000

予 備 費 38,000

△
計 288,000

平成26年度の歳入 。歳出処理に

平成27年 5月 10日

ついて監査を行った結果、適正に処理されていました。

「文
化
財
や
ま
と
」
第
四
十
号
　
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
六
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
／
佐
藤
光

一　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

監事 島 崎 増 造
帷 ポ

滝 日 準 一 (D

□
□
□
□

会
員
の
皆
さ
ん
の
寄
稿
に
よ
り

「文
化
財
や
ま
と
」
四
十
号
が
完

成
し
ま
し
た
。

さ
て
、
最
近
の
新
聞
紙
面
で
は

各
地
で
文
化
財
建
物
に
油
の
よ
う

な
も
の
を
振
り
か
け
る
と
い
う
心

な
い
い
た
ず
ら
事
件
が
あ

っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
文
化
財
保
護
に
関
わ
る

も
の
か
ら
す
れ
ば
、
何
と
も
罰
当

た
り
な
こ
と
で
あ
り
、
誠
に
残
念

な
思
い
で
す
。　
一
人
で
も
多
く
の

人
た
ち
に
、
先
人
の
残
し
た
技
術

や
精
神
の
豊
か
さ
を
伝
え
、
文
化

財
保
護
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
の
必
要
性
を
よ
り

一
層
強
く
感

じ
ま
す
。

そ
の
点
、
佐
藤
氏
の
島
七
代
天

神
社
太
神
楽
に
つ
い
て
の
解
説
は

そ
の
価
値
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
無
形
な
文
化
財
だ
け
に
、
伝

え
て
い
か
れ
る
方
々
の
熱
意
に
も

た
だ
た
だ
敬
意
を
表
し
ま
す
。

大
井
氏
の
仏
像
の
見
方
の
寄
稿

は
文
化
財
を
鑑
賞
す
る
上
で
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
す
。
各
地
の
仏

像
を
巡

つ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲

に
駆
り
立
て
ら
れ
た
方
も
多

い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
帰
り
旅
行
紀
行
文
や
文
芸
欄

に
寄
稿
し
て
頂
い
た
多
く
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（幸
久
）

項 | 目 予1算●額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 6,089

会 員 会 費 200,000
正会員2,000円 ×93名
家族会員1,000円 ×14名

助 成 金 81,000 郡上市より

雑 収 入 911 預金利息、他

合 計 288,000

壊| 目 決1算■額 摘 要

総 費 4,043 お茶 感謝状額

△
‐

金
峨 費 4,906

執行部会 運営各部会
役員会

会 議 費 小 計 8,949

会 報 発 行 費 58,320 「文化財やまと39号J300部

奉 仕 活 動 費 10,493
文化財清掃奉仕作業
傷害共済

役 員 研 修 費 21.406 資料代 弁当・お茶代

文 化 財 保 護 費 15,800
七日祭・赤保木祭奉納
明建神社・七代天神社祭本納

研 修 旅 行 費 29,090 春・秋季日帰り研修補助

記念事業積立金 40,000

事 業 費 小 計 175,109

消耗品費・事務費 6.980
DVD寄贈29ヶ所
用紙代・印刷代

通  信  費 16,927 はがき・切手 メール便送料

事 務 局 費 小 計 23,907

負 担 金 50,000
県協会 :30,000

市協議会 120,000

予 備 費 40,000 供花 総会表題幕作成

次年 度繰越 金 6,089

計 304,054
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